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・地域連携委員会

評価委員会
学識経験者、地元住民、ＰＴＡ

学校評議委員
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連携型中高一貫教育における連携の概要

• 連携型中高一貫教育を軸に地域の子どもを地域で育てる

• 神岡町の特色や状況を踏まえ、地域の理解、協力のもとに地域の活性化につなげる

飛騨神岡高校

神岡中学校 山之村中学校

確かな学力 夢や目標に挑戦する力 地域社会に貢献する心

・中高連携した学習指導
（国・数・英・体）
・中高教員の授業交流
（公開授業と授業研究）

・高校での体験授業(中→高）
・高校からの出前授業（高→中）
・部活動、生徒会交流
・インターンシップや社会人講話
の実施

・地域行事への参加
・地域での合同活動
・地域との交流活動
・施設等への訪問などの交流
・中高と地域をつなぐ情報発信

中高連携
したキャリ
ア教育



学力向上委員会

（１） 学習習慣の確立と学力の向上に向けた取り組み
Ｓｔｅｐ ｂｙ Ｓｔｅｐ 年間２回（７月、１１・１２月）実施
本校の数学･英語科の教員が中学生一人一人と取り組み状況の確認と面談



学力向上委員会

（２） 授業交流
７月・・・中学２年生対象高校授業体験（国語･数学･英語・理科・社会・商業・工業）



学力向上委員会

（３） 中高教員相互の授業交流
ア ６月・・・評価委員、山之村小中・飛騨神岡高校教員が神岡中学校の授業を参観
イ ７月・・・飛騨市教委、神岡中・山之村小中・神岡小の教員が飛騨神岡高校の授業を

参観
・教科ごとの教科部会の実施（国語･数学･英語･理科･社会・体育･養教教育相談）
・高校で実施する基礎学力テストの結果分析を連携中学校へ提供

ウ 教科部会の記録から

・12年間を見通した指導 ［育てたい資質と能力］
□確かな学力を身につけるために、基礎基本の定着と課題解決型学習が必要
□新学習指導要領で「何ができるようになるか」等を育成するには、家庭学習や定
期考査の工夫が必要（小学校からの改善）

□主体的に、体験したり学ぼうとしたりする力が必要

・12年間を見通した指導 ［課題］
▲小中高を通して、基礎基本の定着が必須
▲小中学校で課題解決型学習を行えば、その分基礎基本の学習時間が減る

エ 養教教育相談部会の記録から

▲不登校児童・生徒の対応が必要。ＳＣ・ＳＳＷの要請や医療機関の受診も必要
※中学校まで不登校傾向であった生徒が、高校では活躍する生徒もいる



学力向上委員会

（３） 中高教員相互の授業交流



学力向上委員会

（３） 中高教員相互の授業交流 Ｔ.Ｔ.授業

通年・・・神岡中学校：国語･数学･英語・体育 週４時間 Ｔ．２として授業に参加
山之村小中学校： 体育 週４時間 Ｔ．２として授業に参加



（１） 高校理解や進路選択への支援 （高校教諭が中学生へ）

（２） ・進路講話 （テーマ YUMEへの翼 未来を描く）
・出前授業 （技術（制御・プログラミング）、俳句、古典）

交流活動委員会



（２） 地域の人や産業から学ぶ体験学習（高校・中学）

交流活動委員会



（３） 生徒会・部活動交流

交流活動委員会



（１） 地域との合同活動

地域連携委員会

6月、10月



（３） 地域との交流の推進（高校）

地域連携委員会

OPEN！飛騨神



（３） 地域との交流 （中学校）

地域連携委員会



（３） 地域との交流（山之村小中学校）

地域連携委員会


